
■  　講演会等の開催

家庭教育支援を目的として、小学校、
中学校それぞれの課題に合わせた講
演会等が開催されました。
「育て未来のアスリート～アスリー

トの育つ家庭とは～」今の子どもたちに必要なものは何かという
ことや、家庭教育の重要性等について、柴田峡　東京ヴェルディ
ユース監督（11月21日   参加者92名）が講演され、保護者とパネル
ディスカッションを行いました。
「中学生の食生活について」中学生の心と身体の発育にかかわ

る食生活について、林薫　白梅学園大学専任講師（11月18日　参
加者113名）が講演されました。
「不登校など問題を抱えている保護者向けの少人数相談会」不

登校を経験した保護者と参加者12名が懇談しました。（12月10日）
　

講演会等の講師選定から講師との打ち合わせ、当日の進行まで、
教育委員会や学校と連携をとりながらコーディネーターが核とな
って進めています。コーディネーターのもとには、保護者やボラ
ンティア等から様々な情報が寄せられるため、人脈を駆使した講
師選定ができる強みがあります。（柴田峡　東京ヴェルディユー
ス監督は、地域の少女サッカーチームのつながり等）

不登校など問題を抱えている保護者向け相談会では、スクール
カウンセラーと連携し、地域の不登校を経験した保護者に声をか
け、出席していただきました。相談というより、雑談的に問題の
共有化を図り、悩みを抱えている保護者から、好評を得ました。

パネルディスカッションでは、親同士のつながりから、いろい
ろな子どもの親にパネラーとして参加してもらうこともできました。

さらには、コーディ
ネーターから発案し、
教育委員会・学校の全
面協力を得て、「プレ1
年生体験」を開催する
など、幅の広い事業を
展開しています。

■  　リーフレット等の作成

夏休み・冬休みを家庭や地域で有意義に過ごしてもらうための
支援リーフレットとして、従来の注意事項や生活記録を書き込むプ
リントとは違う「小学生版夏休みの過ごし方」（小平第六小学校）や

「中学生版冬休みの過ごし方」（小平第二中学校）が作成されました。

リーフレット作成にも、コー
ディネーターがかかわり、保護
者の視点をプラスし、『親子でチ
ャレンジ』『朝食を作ってみよう』

『将来どんな仕事をしようかな』『お
せちの豆知識』などのコーナー
があり、「一味違うリーフレット
に仕上がった」と好評です。

現在は、小学生から中学生ま
でを対象とした「家庭教育支援ブックレット」を作成中です。教
育課題アクションプログラム開発研究会「家庭教育支援部会」の
先生方と一緒に、コーディネーターも会議に加わり、保護者や地
域の視点をブックレットに生かすため、奮闘中です。

 ■  　大学との連携

小平市では、大学との連携
にも力を入れています。東
京学芸大学（大学院生）に、
小平第二中学校で毎週2日
程度、生徒とかかわっても
らいながら、学校現場の課
題の洗い出しを行い、課題
を大学に持ち帰り検討し、成果を学校現場にフィードバックさせ
ています。また、保育士志望者の多い白梅学園大学との連携では、
主に小平第六小学校での保護者会時や、講演会時に保育を行い、
幼児のいる保護者が参加しやすくしたり、終了後に、遊び方教室
を開くなど相互に成果を挙げています。

コーディネーターの方々にインタビューしました。
コーディネーターを引き受けた理由は、「個人的に誘われて」「募

集があったので応募して」「学校支援ボランティアをやっていて
学校との壁を取り除こうとしていたら、いつの間にか」とそれぞ
れ違います。しかし、「学校の中には、やることがいっぱいあって、
何でコーディネーターをやっているのか考えている暇などない」
とのこと。
「忙しいけど、いやな忙しさではない」「子どもたちの喜ぶ顔を
見ると、よかったなと思う」「コーディネーターをやっていれば、
いい子が育つとは、思っていません。でも、子どもたちが大きく
なった時に、『そんな大人がいたな～』と思ってくれればそれでい
いと思っています」

 ■  　　　　   お父さん　一緒に子育て語ろうよ

11月20日、江戸川区立小松川
小学校・幼稚園で、「お父さん一
緒に子育て語ろうよ」と題する
子育て研修会が開催されました。

主催は、東京都公立幼稚園
PTA連絡協議会・東京都国公立
幼稚園長会・東京都地域家庭教
育推進協議会の3者で、午前中は、
親子で遊ぶ「遊び広場」が校庭を利用して行われ、牛乳のふた飛
ばし・紙飛行機づくり・木工細工等さまざまなコーナーが設けられ、
たくさんの親子がゲームを楽しんでいました。

午後の研修会は、体育館に場所を移し、3人の提案者が、それぞ
れの立場から意見を述べました。

近藤幹郎さん（江戸川区）は、「子育てにまったくかかわってい
なかったが、園の行事に参加したことで、他の親と触れ合うこと
の楽しさを知り、PTAの会長を引き受けることになった」。

野上真一郎さん（中野区）は、「園の行事に参加したことで、『お
父さんの会』のメンバーになった。子どものフィールドに踏み込
むと、意外と楽しい」。

渡辺克子さん（大田区）は、この研修会のために、他の母親から
集めてきた意見を発表し、「お父さんも補助役ではなく、子育ての
主役になってほしい」等々の提案が出されました。

提案を受けて、参加者が話し合う「座・コミュニケーション」で
は、仕事で疲れているお父さんが、園の行事や子育てに目を向け
るようになるためには、どうしたらよいかということに議論が集
中していました。

講師の植松紀子先生（こどもの城臨床心理士）は、「30年前と比
べると、父親は、優しくなっており、子どもとよく遊んでいる」と
しながらも、「子どもが思春期に入ると反社会的な行動をとるこ
とがあるが、普段家にいない父親は何も言えない」「家庭は小さな
社会、自分がどのように社会に貢献していくのかということを、

父親が広い視野から伝え
ていく必要がある」と父
親の子育て参加の必要性
を強調し、「子どもの動き
をよく見て、楽しそうと
思ったら一緒にやってみ
ること」だと助言されま
した。（植松先生へのイン
タビューは5ページに掲載）

 ■  　大切にしよう！      　こんなに楽しい子育て
　の時間

11月24日（木）に、ニチレイ本社において「父親の家庭教育参
加を考えるつどい～大切にしよう！こんなに楽しい子育ての時間

～」が開催されました。
この事業は、行政等が主催する講座への参加が難しい父親層を

対象に、行政と企業が協力して開催するモデル的な事業として、
就業時間中の午後3時から
5時30分に開催されました。

ニチレイ大戸会長をは
じめニチレイ社員（31名）・
他企業・行政関係から約
40名の参加がありました。

今回は、シンポジューム
形式で行われ、コーディネ
ーターの松田茂樹さん（第一生命経済研究所）は、父親の家事・育
児にかかわる時間が、イギリス・アメリカ・ドイツ等が2時間前後
なのに対し、日本は0.4時間と少ないことや父親の育児参加の時
間が多くなるにつれ、母親の育児不安度が減少しているなど、具
体的な統計資料を提示するとともに、企業が「仕事と家庭の両立
を支援する」メリットなどについても触れ、「仕事で忙しいでしょ
うが、8時までに帰宅するように努力してみましょう。それを過
ぎると食・遊・お風呂が終わってしまう」と問題提起されました。

シンポジストの安藤哲也さん（パパ’S絵本プロジェクト）は、「子
どもができたら、気持ちの中でOS（コンピューターの基本ソフト）
を切り替える必要がある」「子育てがうまくできる人は、仕事もで
きる人。タイムマネージメントができているから」「父親も『子育
てする権利』を獲得してほしい」と御自身の子育てのエピソード
も交えてお話されました。

（パパ’S絵本プロジェク
トについては、4ページ
にレポートを掲載）

森ようこさん（（NPO
日野子育てパートナー
の会理事長）は、「大雨
の日に、ずぶぬれにな
りながらも、出かけて
こられた親子にお話を
聞くと、『家で、親子ふたりきりでいると不安になってしまう。こ
こに来ると安心できる』ということでした。それだけ母親は不安
を抱えながら子育てしているんです」「逆に、ゆったり構えている
お母さんと話すと、お父さんが積極的に子育てに参加してくれて
いて、夫婦でよく話をしながら子どもの成長を見守っているとの
ことでした」と事例をあげながら、お父さんが子育てに参加する
ことにより、お母さんの精神的・肉体的負担が、まったく違って
くることをお話していただきました。

参加感想文では、「このような集いを平日の就業時間中、かつ企
業内で開催することで参加がとてもしやすい。会社側のバックア
ップも重要」「妻への“気づかい”も大切なことだと痛感しました」

「8時に帰って子育てを楽しみます」等々が寄せられていました。

　小平市は、東京都教育委員会が進めている「地域教育プラ
ットフォーム構想」の「家庭教育重点支援モデル地区」に指定
されています。
　市では、14年度より進めてきた「二中地区地域教育サポー
トネット事業」において、地域資源を活用し、学校を支援する
システムづくりを進めてきました。その中で、多くの方が学
校支援ボランティアとして学校にかかわるようになり、コー
ディネーター部会が、学校支援ボランティアや様々な教育資
源と学校をつなげることにより、さらに充実してきました。
　地域教育プラットフォームでは、その組織を継続的に活用し、

幼稚園、保育園、大学、社会福祉協議会等が加わり、実行委員
会を組織し、多方面から家庭教育支援のシステムづくりを目
指しています。そして、今まで、それぞれの組織・団体で行っ
ていた家庭教育支援の問題点を洗い出す中で、相互に連携を
図りながら、家庭や地域の教育力を総合的に向上させるため、
様々な事業を展開しています。
　今回は、小平市が取り組んでいる事業の企画から運営まで、
学校支援ボランティアコーディネーター（以下「コーディネ
ーター」と省略）が、密接にかかわりながら取り組んでいる様
子を中心に御紹介します。

　朝早く家を出て、夜遅く帰宅するお父さんたち。「仕事が忙しい」「疲れて子どもの相手はできない」などの理由から、子育て
に参加する機会が少ないお父さんに、「父親が子育て参加することの重要性について考えてもらおう」と「父親の子育て参加促
進事業」が開催されました。今回は、東京都地域家庭教育推進協議会が、「都国公立幼稚園PTA連絡協議会･都国公立幼稚園長会」
および「株式会社ニチレイ」と協力して開催した、ふたつの事業を御紹介します。
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「プレ1年生体験」とは
市内の小学校に入学する新1年生と保護
者45組を募集し、現在、小平第六小学校
の1年生を担任している3人の先生の授業
を実際に体験してもらうという事業。子ど
もたちが授業を受けている間に、保護者は、
コーディネーターの「良い親･悪い親」の
寸劇を見たり、校長先生のお話を聞きます。

講演会の時の保育

「育て未来のアスリート」講演会

小平第六小学校･小平第二中学校合同での「家
庭教育支援ブックレット」の打ち合わせ
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